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超短パルスX線による超高速原子配列変化の観測
⑮⑮

高強度超短パルスレーザ光と固体の相互作用により発生する
レーザプラズマX線は、高輝度超短パルスX線源として有望です。
我々は、その特徴を生かし、今まで観察することができなかっ
た超高速現象の計測技術の開発に取り組んでいます。

どんな問題に取り組むのか？

ピコ秒の時間分解能を有するポンプ-プローブ型時間分解X線吸
収微細構造(XAFS)計測法を開発し、レーザパルスの照射によっ
て引き起こされる半導体のレーザ溶融過程に伴う超高速原子配
列の変化を観測することに成功しました。

得られた結果はどう新しいのか？

化学反応は、フェムト秒からピコ秒の時間スケールで原子配列
の再配置が起こる代表的な過程です。この研究は、そのような
原子配列構造の超高速ダイナミクスの一瞬一瞬を追跡可能とす
る計測技術実現に向けた第一歩となります。

この研究が成功した場合のインパクトは？
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-フェムト秒レーザプラズマ軟X線による時間分解XAFS計測の実現-

レーザ照射前

Siのレーザ溶融過程の追跡

レーザ照射直後 1.7ナノ秒後

固体Si 溶融状態 蒸発

原子間距離の膨張 原子配列の無秩序化

超高速X線吸収微細構造(XAFS)分光

法

サンプル

X線吸
収

励起光

（レーザ光）

検索光

（X線）

Δt 
(遅延時
間)

変化をトリガー

XAFSの起源

周りの原子による
光電子波の干渉

= 原子配列の情報時間分解能を制限


